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■研究の背景
　当場では、溶解性や消化吸収性などの機能性向上や新規の機能を有する「ナノスケール食品素
材」の開発を目的に、北海道の水産資源を対象とした湿式メディアミルによる微粉砕技術を検討
してきました。粉砕物の粒度および形状の解析は、最も基本的かつ重要な評価です。しかし、微
粉砕により粒子の表面積が増大するため、生成したスラリーから粉砕物を得ようとすると、通常
の乾燥法では強固な凝集体を形成してしまいます。
　そこで、表面張力を生じさせずに分散媒を除去することが可能な超臨界乾燥法を用いて、粉砕
後のスラリーから乾燥粉末を得る手法を検討し、粉砕物の粒度および形状評価法の開発を行いま
した。

■研究の要点
１．超臨界乾燥に適した分散媒の選定
２．乾燥前処理法の検討
３．超臨界乾燥条件の最適化
４．画像解析処理法の検討

■研究の成果 
１．超臨界乾燥法を用いることにより、微粉砕後のスラリー中の分散状態を維持したまま、乾燥

粉砕物を得る手法を開発しました。
２．超臨界乾燥により得られた微粉砕物は、SEM像の画像解析により、粒度および形状を評価す

ることが可能となりました。
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